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Nゲージ塗装済完成品（主素材：ABS樹脂製）商品形態

実車紹介

商品内容

編成例

付属品

オプション 室内灯 カプラー

矢印キーで移動、背景のグリッドは10回分
Shift押しながらで10倍移動、
Alt押しながらで0.1倍移動

シール

株式会社　マイクロエース TEL : 048-444-2944
FAX : 048-445-3407

製品の仕様・価格は予告なく変更する場合がありますので予めご了承ねがいます
本資料の改変、写真およびイラストの複製・改変・二次使用を禁止します
記載の内容は弊社の調査・見解に基づくものです

●マイクロエース電車シリーズのさらなる充実、全車普通車の213系を久々の生産
●A0012(2015年11月出荷)を基にしたバリエーション製品
●JR発足後1987年4月～1990年代前半頃の姿、パンタグラフのシュー先端は2本
●ワンマン改造前で、ベンチレーターがある体質改善工事前の姿
●関連商品との組み合わせによりさまざまな編成を再現可能(下記”編成例”参照）

　

マイクロカプラー　密連・黒
（F0001）

幅広室内灯
（G0001/G0002/G0003/G0004）

※部品共用のため、一部実車と
　異なる部分があります

JR西日本商品化許諾済

クハ
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テールライト
前面表示器

点灯
ヘッドライト

A0018 213系0番代（全車普通車）6両セット
予価：￥36,300（本体価格￥33,000）

2025年12月

対象年齢14歳以上

ブックケース入（カートン入数：12）

　1987年3月、国鉄が民営化される直前に登場したのが213系です。前年に登場したステン
レス製の211系と基本的な構造は共通ですが、2扉転換クロスシート・1M方式を採用している
点が異なります。まずは岡山ー宇野間の快速「備讃ライナー」に投入され翌年の本四備讃線
（瀬戸大橋線）開業とともに運転区間が岡山ー高松になり列車名も快速「マリンライナー」に
変更されました。同時にグリーン車が設定されクロ212形が各編成に増結されました。その後も
需要は増大し追加増備が行われ、スーパーサルーンゆめじを含めた総数は39両となりました。
　しばらくは活躍を続けましたが、2003年に後継の223系5000番代・5000系が登場し置き
換えられました。クロ212形は最終的に全車廃車、その他の普通車は一部先頭車改造を受け
岡山地区の普通列車に転用されました。ワンマン改造や体質改善工事を受け2025年現在も
活躍を続けています。

※画像は開発中の図面を基にしています
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商品概要

◇
●快速「マリンライナー」
　（本四備讃線開業後）
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※先頭車同士の連結には別売のカプラーが必要な場合があります
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PHOTO：佐藤　利生

●前面パーツを
新規作成、形状を
よりリアルに改良

動力車

A0018 A0018

A0018 A0018

A0018

A1655

A1655

A1656

A1656

A0018 A1654A1654

※上記2例は
A0018が2セット必要です

●快速「備讃ライナー」　
（本四備讃線開業前）
※多客期の編成

●快速「マリンライナー」
　（本四備讃線開業後）
●快速「サンライナー」
　（岡山-福山・三原）

●快速「マリンライナー」
　（本四備讃線開業後）
スーパーサルーンゆめじ
を組み込んだ例

A1655

A1656

A1654

関連商品（別売）

211・213系1000番代
「スーパーサルーンゆめじ」
3両セット

クロ212-3　ブルーグリーン帯

クロ212-4　オレンジ帯

●マリンライナーのヘッドマークをシールに収録


